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1　は　じ　め　に

イネの荊培養法は育種技術として広くとり入れられてい

るが，操作の省力化と培養の効率向上が依然として残され

ている問題である。

現私一般に行われている穎花ごとの荊摘出を省力化す

るため穂培養の検討も続けられているが，本研究では，培

養荊数を飛躍的に増加させる手段として，覇の省力採取法

を検討するとともに，シャーレを用いて液休一固形重層培

養を試み，好結果を得たので，カルス形成，増殖段階まで

の新しい荊培養操作手順について報告する。

2　試　験　方　法

（1）材料にはイネFlの2組合せ（コガネヒカリ／ササ

ニシキ，コガネヒカリ／あきたこまち）と東北143号を用

いた。

（2）葉耳間島4－8cmの幼穂を採取し，10℃で20日間の

前処理を行った。主材料のF．については，彙耳間長1cm

ごとに穂を固定し検鼓した結果，1核期花粉を含む描期葉

耳間島は5～6cmであった。しかし．同じ長さの彙耳間島

でも幼穂採取日によって適する枝梗順位が異なり，8月2

～4日採取分は上位第1－第7枝梗を，8月8日～10日分

では第6～第10枝梗を供試した。

（3）供試培地と培養条件を表1に示した。カルス形成固

形培地㊥を対照とし，カルス形成液体培地㊦，カルス増殖

固形培地⑥とともにこ同一シャーレの下層に⑥，上層に⑬

を重層とした培地①を供試した。

表1供試培地と培養条件
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3　試験結果及び考察

（1）病の大量，省力採取法の検討

イネ穂の各穎花からピンセットで荊を描出する一般法を

省力，効率化し，培養荊数の増加をはかることを第一のね

らいとした。

Raina．Hadi2）はスリット（1．5TnTD幅）をつけた動物用

給水瓶（ポリプロピレン製）を液体培地に入れ，上下端を

切断した頼花を集め，スターラー回転で窮を大量採取する

方法を報告した。

この方法に注目し．ポリプロピレン給水瓶のスリット作

り試みたが，作製が困難であったので．1．5m目の金鮪で

円筒かごを手製した。また，一方向のみのスターラー回転

よりは逆転が可能な模型船用の′ト型スクリューに着目して

図1の操作手順を案出した。
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図日　小型逆転スクリューを用いた前大量
採取法の操作手順

この操作手順によれば，薪の採取率は80％前後であり，

1人で400穎花を切断し，1900前の培養操作を2時間以内

で終了することができ，一般の培養操作に比較して大幅な

省力化が期待された。

（2）カルス形成，増殖の効率化をはかる液体一固形重層

培養法の検討

根岸らl）の3段階法に注目するとともに，その省力化を

ねらいとして，1段階（カルス形成用液体培地）と2段階

（カルス増殖用固形培地）をまとめた液体一固形重層培地

を発案し，カルス形成，増殖状況を従来の培養法と比較検

討した。

東北143号を供試し，前項の荊採取法により，6cmシャー

レを用いた培養結果を表2に．また，Flについて9cmシャ

ーレの培養結果を表3に示した。

本試験で用いた液体培地㊦は2，4－D（2曙／β）を

含んでおり，カルス形成率をみると表2のとおり，カルス

全算定荊率は383．1％を示し，対照区の固形培地⑧より極

めて高率な結果が得られることを確認した。
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蓑2　固形及び液体培地によるカルス形成率の比較
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根岸ら1）はN6を基本培地とし，2，4－D（2mg／β）

のみ含む培地のカルス形成率が，NAA（4Ⅲg／P），キ

ネチン（2mg／ゼ）を含む培地より高率であるが，再分化

率は逆に低率であることを報告している。本研究では，カ

ルス形成段階までを当初の目標としたので，2，4－Dの

みを含む培地を用いた。

表3の重層培地では，小カルス（径2m前後）形成後，

上層の液体培地を注射器で吸引．除去し，下層の固形培地

でカルス形成，増殖をはかった。各種培地でのカルス形成．

増殖状況は表3のように，それぞれ特徴を示すが，重層培

養によっても十分なカルス形成数と増殖肥大をはかられる

ことが観察された。

写員：Fl（コガネヒカリ×あきたこまち）の重層培養

注．1）培養27日後のカルス形成状況
培養約数　　137
沈下カルス数　235

2）カルス形成後，液休培地を吸引，除去
し．固形増殖培地としてカルス増殖8日
後の状況

カルス数幸273

蓑3　各種培地におけるカルス形成状態の比較
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上記の結果を総合的に組合せた新しいイネ薪培巷（カル

ス形成．増殖段階まで）操作手順を図2に示した。
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図2　省力を目的としたイネ桁の液体一固形重層
培養の操作システム

なお，カルスからの再分化率は主材料F．でそれぞれ

30．4％，12．9％を示したが，今後はひきつづきNAA，キ

ネチンを含むカルス形成培地を用い，再分化率の向上技術

を検討する必要がある。

4　ま　　と　　め

（1）イネ荊培養技術の開発を目的に，各穎花からの荊摘

出作業を省き，培養荊数を増加させる薪の大量採集法を考

案した。金網かごと模型船用逆転スクリューを用い，省力

的に大量の薪を穎花から分離することができた。

（2）液休浮遊培養の3段階法を能率化するため．液体一

固形重層培養を試み，多数の小カルスを形成するとともに，

カルスを極めて効率的に増殖することができた。
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